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青山和佳著
『貧困の民族誌─フィリピン・ダバオ市の
サマの生活』０東京大学出版会，2006年００
宮　脇　聡　史（東京基督教大学講師）
１．はじめに
本書は，主に開発経済学が扱ってきた「貧困」の問題と，特に人類学
の研究対象であった「民族」という重要かつ困難な課題を結びつけて捉
えた労作である。またフィリピンやさらに東南アジアにおける「少数派
の中の少数派」の「貧困」の実態とその理論的な意味の解明に積極的に
取り組んだ貴重な研究成果といってよい。
２．内容の概観
著者は「はじめに」で，開発経済学における「貧困」理解の諸問題を
整理し，特にエスニック・アイデンティティの問題，主体としての貧困
者などの問題を取り上げるために，人類学的なアプローチの批判的援用
を提案し，既存研究を整理している。
「第蠢部　現代サマの「貧困」：二重に周縁化された人々」は，バジャ
ウと呼ばれながら暮らすサマの状況を明らかにしている。「第１章　誰が
誰を「バジャウ」とよんできたのか」は既存研究に基づき，歴史人類学
的なバジャウ・サマの位置づけを行なう。「第２章　貧困層としてのバジ
ャウ」ではフィリピン・ダバオ市における調査地での世帯悉皆調査に基
づき，地域におけるサマの生業上の不利，生活水準の低さ，そして周囲
からの差別の現状を概説する。「第３章　豊かなサマ，貧しいサマ」では
サマ内部の社会的不平等を主観的意識調査に基づいて分析し，親族地縁
集団と生業上の相違が重なる５つのグループを抽出する。
「第Ⅱ部 「貧困」を生きる：バジャウとして，サマとして」は，上記
５グループについて各１世帯を取り上げ，その貧困状況の中で生き抜い
ていくありさまを描き，特に他者とのかかわりの中で生成，変化するエ
スニック・アイデンティティを明らかにしていく。「第４章　サマがバジ
ャウを名乗るとき」で，議論の全体像を概観した上で，「第５章　グワポ
の家族」「第６章　ビライアの家族」「第７章　パパ・メルシートの家族」
「第８章　カルマンの家族」「第９章　マグサハヤの家族」において，「貧
しいバジャウ」として外部からは一括されてしまうことの多い「サマ」
の人々の多様な貧困状況とエスニック・アイデンティティのありさま，
またその動態について具体的に描出されていく。その際に参与観察して
いる自身の姿をも描き込んでいる。「第10章　クリスチャン・バジャウ
として新しく生きる？」は以上の観察の中で，第７章で取り上げられて
いる「第３グループ」のキリスト教受容の特徴を取り上げている。
「おわりに」で全体の議論を総括し，結論，含意，今後の課題を述べて
いる。
３．意義
地域研究としてみるとき，著者は特定地域の過剰な本質論化を避ける
かのように，対象地域の焦点を重層化させて論じている点が特に興味深
い。アジアの家船民，海洋東南アジア，バジャウ，フィリピン，スール
ー海域，ミンダナオ，ダバオ，など，議論の対象となる地域は，論じら
れる主題との関係で，そのくくり方をしなやかに変えている。地域研究
における，一方で特定の小さな地域の実態解明への埋没，他方で特に国
民国家的な枠組への単純な還元，という陥りやすい罠を，明瞭な問題意
識に基づいて回避している点を高く評価したい。
また，「文献調査」「量的調査」「臨地調査」及び現地での研究生活にお
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ける多面的な観察，資料収集を総合し，明瞭な論理でまとめられている
点でも，実に鮮やかである。特に臨地調査における体験の単なる羅列に
陥らず，多面的，包括的な切り口を目指して積極的に研究調査を敢行し
たその手腕はきわめて優れている。
ここにおいて，生活における「貧困」の多様な現実と，主に出自に基
づく「海サマ」「陸サマ」アイデンティティ，及び外から一方的につけら
れた「バジャウ」という名の関わりで成立する諸集団との多層的・多義
的な相関関係，さらに近隣や外部からの「バジャウの貧困」へのまなざ
しや資源の投入という複合的な状況描写を重ねることで，エスニック・
アイデンティティの多義性と戦略性が浮かび上がる。さらに「少数派集
団（ダバオ市における南部からの移民・難民）の中における少数派（多
数派はムスリム）であるサマ」という視点を軸とした触発的なエスニシ
ティ論が，「貧困」に対する「エンパワメント」における課題の困難性と
いう開発経済学上の問題と密接に論じられている点も注目に値する。こ
れによってポスト構造主義的な視点（特に他者理解や対話の困難と主観
のすれ違いを前提としたアプローチ），人類学的な調査，開発経済学的な
分析，いずれもが，この書物に描かれた当事者全体にとっての現実的で
重大な課題に接近するために不可欠の要素であることが浮かび上がる。
学際的研究が学問としての分析上の深さと広がりを獲得するとともに，
現実の諸問題に向き合い取り組んでいく際に不可欠であることが見事に
示されている。
さらに，臨地調査の報告としても優れている。臨地調査においては，
対象を客観的に捉えるためにできるだけ対象に影響を与えないようにす
るとともに信頼関係を築く，という不可能事が強いられる。また栄養失
調や恒常的な病気などの深刻な困窮を抱えた調査対象の傍らで，彼らの
生活改善という緊急の倫理的要請と取り組む責任，これに対して現実の
状況や人々の思い，行動がしばしばかみ合わない苦悩もある。第９章に
おいては突如一人の子どもの「母親代わり」となり，物乞いを生業の中
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心とし深刻な生活状況下にある家族の生活改善のためのあの手この手を
尽くしながら，どうしてもその意図を理解されない著者の苦闘が，赤
裸々に，しかし同時に極めて淡々と記されている。そこには，調査者・
潜在的支援者である著者とそこにいる人たちとの相互理解の困難を必然
とし，これを冷徹に見つめることで調査内容の質を高めていけるかもし
れない，という視点がある。著者は調査者である自らのその臨地調査の
場の中での位置をかなり正直に描きこんでおり，そのことで調査主体自
身をある程度さらけ出し，その長所も限界も読者自身が判断するように
委ねていく。評者はここに著者の滞在者としての良心と学問的良心の稀
なる同居を感じる。
最後に，自らの研究が，さらに広がりのある課題の中に明瞭に位置づ
けられており，その限界，今後の課題についても説得力がある。成し遂
げてきたことや支えてくれた人々に対する誇り，そして向上心と謙虚さ
が最後に至るまでよく表されている。
４．課題
しかし，このように概ね極めて高く評価されるべき本書にも，課題は
残る。
まず，著者自身が指摘しているように，本書においては，結局臨地調
査の焦点がダバオにおける「サマ」「バジャウ」に絞られてしまい，彼ら
の隣人であるはずのほかの人々や地域の姿が見えにくくなってしまった。
エスニシティ論との連結のためにはより広い背景との結びつきに向けて
統合する方向が必要と思われる。
また，第10章において，著者は，「第３グループ」におけるキリスト
教受容が，「クリスチャン・バジャウ」としての意識の活性化に結びつき
つつも，これが社会レベルでは教会及び牧師の影響力の増大というとこ
ろにとどまり，社会構造やサマの生業機会をめぐる構造に影響を及ぼし
ていない旨指摘している。しかし例えそうであるとして，それで終わら
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せてよいか，との戸惑いも残った。特に，日曜礼拝における「路上でよ
く見かける『暗く打ちひしがれた』表情の海サマとは全く違う，明るい
表情」（305ページ）というきわめて印象的な著者の表現に見られる，
人々の「生の質」とでも呼ぶべきものの変化が積極的に位置づけられて
いないのは残念に思える。ひとつの宗教が人々の心を捉え，人々の意識
が変わる，ということはやはり開発経済学においては周辺的なことに過
ぎなくなってしまうのであろうか。著者が目指した人類学的な手法を援
用したエスニック・アイデンティティ分析という側面からも，課題が残
るのではないか，という印象を受けた。
以上の課題は，いずれにせよ本書の価値を低からしめるものではない
と思う。
５．おわりに
最後に本書より，教会論上の問いを挙げて終わりたい。第10章「クリ
スチャン・バジャウとして新しく生きる？」からは，著者自身の直接の
意図いかんに関わらず，キリスト教会にとって無視できない問いが読み
取れると思われるからである。
ここにはまず外来の宣教者が描かれる。「バジャウ」の実態に深く関わ
ることないまま「憐れみ」と「宣教の促進」を根拠として，偶然的に関
わりを持った地域の牧師に経済支援を行なう姿である。他方，地元の牧
師は，外部からの霊的・物質的資源を地域社会の特定の受益者とつなぐ
ことで自らの地位を保ちつつ宣教活動にいそしむ存在である。いずれも，
地域社会やそこにおける生活困窮の現実，それを形作る構造的問題に立
ち向かう公共的な視点，そしてその中での問題の複合性への謙虚な自覚，
といった事柄は，結果的には「多くの信徒を獲得する」という「宣教的
な使命」への没頭に隠れ，理解・自覚されないことになる。
翻って現在，福音派キリスト教においても「教会の社会的責任」は受
け入れられているが，例えば「かわいそうな貧しい人たち」のために援
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助活動を実施している，というところで「責任を果たしている」と満足
し，私たち「豊かな教会」の小さな良心をかりそめに慰めているのなら
ば，現実には人々の抱える問題の社会的，経済的，霊的な深みにまるで
触れることができないのかもしれない。「教会の社会的責任」は確かにあ
る。しかし，複合化し多元化する現代における社会の諸問題はもはや教
会が宣教の付加物として済ませられるほど単純ではなく，むしろ「善意
の業」が全く思いがけない結果をもたらすこともありうる。使命感がど
れほど純粋でも，真剣な他者理解の努力なしに支援も交流も和解も本当
の意味では結実しないであろう。そして他者理解とは，この長年の慎重
で丹念な研究に刻まれた模索に表されるとおり，決して簡単なことでは
ない。「教会の社会的責任」がローザンヌの会議で積極的に表現されて数
十年，そして近年キリスト教公共哲学が新たな可能性を模索しつつ主張
を強める中で，なお心騒ぐものを評者は覚える。一方で宣教においても
社会的な働きにおいてもきわめて丹念で地道な働きが多方面において試
みられていることを覚えつつも，他方で宣教にせよ市民社会運動にせよ，
自分たちの側の使命の正しさを過剰に確信し，他者理解のもつ困難さを
軽く見て事柄を手軽にその使命感の枠組に合わせた形で単純化するなら，
そこにある問題をゆがめて捉えてしまい，その結果その使命が空回りし
て思いがけない過ちを繰り返してしまうのではないか，という懸念も消
えない。
102
書評　青山和佳『貧困の民族誌―フィリピン・ダバオ市のサマの生活』
